
Press Release   

1/3 

 

各位 

2025年１月 29日 

会 社 名 株式会社ステムセル研究所 

代表者名 代表取締役社長 清水 崇文 

   （コード番号：7096 東証グロース） 

問合せ先 総合企画本部 磯村 実穂 

TEL. 03-6811-3235 

 

【２月４日 妊娠の日】出生数 70万人割れ予想も「さい帯血保管数」は 5年で約 1.5 倍 

～超少子化時代のいま「さい帯血」が注目される理由を産婦人科医が考察～ 

  

株式会社ステムセル研究所（本社：東京都港区、代表取締役社長：清水崇文、以下「当社」）は、

出産時にのみ採取できる貴重な「さい帯血」「さい帯」を長期で凍結保管し、赤ちゃん本人や  

そのご家族の未来の健康に役立てていただくための国内シェア 99％を誇る「さい帯・さい帯血 

ファミリーバンク」です。 

昨今、国内の出生数は過去最低を更新し続けており、厚生労働省の人口動態統計によれば、2023年

の出生数は 73万人を下回り、2024年は通年で初めて 70万人以下まで減少すると報道されています。 

一方、少子化が加速する中で、さい帯血保管の需要は年々増加しています。特に東京・神奈川・埼

玉・千葉の１都３県におけるさい帯血保管検体数は、2020年から 2024年の 5年間で約 1.5倍となっ

ています。（図１） 

この度、２月４日の「妊娠の日」を前に、少子化が進む中、さい帯血保管が注目されている背景に

は何があるのか、さい帯血を採取いただいている産科施設の先生方へご意見をお伺いしました。 

 

【産婦人科医が考えるさい帯血保管数増加の要因】 

総合母子保健センター愛育病院（東京都）  

病院長 百枝 幹雄 先生 

「出生率が低下する中で、子どもの健康と未来を守るための選択肢として 

さい帯血保管が注目されていると感じています。当院では妊婦さんやご家族

から保管のご要望を多くいただいており、３年前よりさい帯血採取への協力

を開始いたしました。さい帯血は、さまざまな病気の治療に活用できる 

可能性を秘めており、今後ますますその重要性が増していくでしょう。」 

 

東京衛生アドベンチスト病院（東京都）  

産婦人科部長 原 澄子 先生 

「妊娠中は不安を感じることが多い為、我が子のためにできることはして  

あげたい、と考える方が多いのではないでしょうか。10 年前と比べて、 

さい帯血を用いた臨実研究が一段と進み、今年からは自閉症スペクトラム  

障害に対する臨実研究も始まると聞いています。再生医療における  

さい帯血の利活用が一層広がることに期待しています。」 
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東京医科大学病院 産科婦人科学分野（東京都） 

主任教授 西 洋孝 先生 

「一人の女性が生涯に出産する人数が減っているからこそ、我が子には 

健やかに育ってほしいと考える人がさい帯血保管を選んでいます。同じ 

思いの祖父祖母などが増えており、保管費用を負担するケースも増えて 

いると聞きます。近年では、脳性麻痺児に対してごきょうだいのさい帯血

を投与する臨床研究も行われており、さい帯血は生まれてくる赤ちゃん 

のみならず、家族にとっても大切な血液であると考えます。」 

 

【妊娠の日に考える未来への備え －さい帯血保管の重要性－】 

さい帯血とは、へその緒や胎盤を流れる赤ちゃん自身の血液のことです。出産時のわずか数分間に

しか採取できないとても貴重な血液で、採取の際に赤ちゃんや母親への痛みや危険は伴いません。 

当社では、採取されたさい帯血を分離処理し、お子様やご家族の将来に備えて超低温下で長期間保管

するサービス「HOPECELL（ホープセル）」を提供しています。さい帯血には、からだの様々な組織へ

分化したり、炎症を抑える作用をもつ「幹細胞」が豊富に含まれており、再生医療への活用が進めら

れています。現在は十分な治療法が確立されていない病気や疾患の改善が期待できるとされ、国内で

も臨床研究が進んでいます。 

高知大学では、脳性麻痺に対しお子様ご自身のさい帯血を投与する臨床研究が行われ、2022 年に

発表された論文において投与者全員に運動機能の改善がみられたと報告されました。さらに現在は、

脳性麻痺に対するきょうだい間のさい帯血投与の臨床研究が行われています。また大阪公立大学に

おいては、自閉症スペクトラム障害（ASD）に対し、お子様ご自身のさい帯血を投与する臨床研究の

開始に向けた準備が進められており、さい帯血を用いた再生医療への注目度が高まっています。 

少子化を背景とした「我が子のためにできることはしてあげたい」というご家族の想いに加え、  

近年の再生医療の進化に伴い、今後もさい帯血保管を選択される方はより一層増加することが 

予想されます。 

 

（図１）１都３県（東京・神奈川・埼玉・千葉）のさい帯血の保管検体数の推移 
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■ 株式会社ステムセル研究所 会社概要 

当社は「あたらしい命に、あたらしい医療の選択肢を。」をコーポレートスローガンに、産婦人科施設

との強固なネットワークを活用し、再生医療・細胞治療を目的とした「さい帯」や「さい帯血」等の 

周産期組織由来の細胞バンク事業及びそれらの細胞等を利用した新たな治療法、製品の開発を行って

おります。そしてこの事業基盤をベースとして再生医療やフェムテック等関連する領域での事業開発

及び投資等によるサスティナブルな成長と社会への貢献を目指しております。 

 

設 立 年 月 日 ： 1999年 8月 5日（東証グロース上場：7096） 

資 本 金  ： 7億 480万円 

代表取締役社長 ： 清水 崇文（しみず たかふみ） 

本 社 ： 〒105-0001 東京都港区虎ノ門 1-21-19 東急虎ノ門ビル２階 

TEL／ホームページ  ： 03-6811-3230 ／ https://www.stemcell.co.jp/corporate/ 

グループ会社 ： 株式会社日本トリム（東証プライム上場：6788） 

 

 【本件に関する報道関係のお問い合わせ・ご質問はこちら】 

株式会社ステムセル研究所 総合企画本部 磯村 実穂 

お問い合わせフォーム 

https://www.stemcell.co.jp/contact-corporate/top.php 

https://www.stemcell.co.jp/corporate/
https://www.stemcell.co.jp/contact-corporate/top.php

